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日時：第１回　2016年12月18日（日）
第２回　2017年  1月  8日（日）
第３回　2017年　2月12日（日）
時間：１０：００～１６：００（受付　９：３０）
場所：公益社団法人　福岡県社会福祉士会　博多事務所
（博多区博多駅前3－9－12）
内容：「脳血管疾患患者支援編」
1 脳血管疾患とその障害の理解
（医学、心理、社会的な理解、生活理解）

2 脳血管疾患患者についての支援の展開
（支援の展開、サービス・制度、社会資源、支援方法等）

3 支援の実際（演習）
※　講義を中心に演習等を含めた１日５時間の研修となります。
（全日程の参加および第３回終了後のレポート評価での合格を以て終了となります。）
講師：大塚　文氏（広島文化学園大学 看護学部 看護学科 教授）
定員：20名（但し、定員になり次第締め切ります。）
参加費：会員（福岡県内）１2，０００円　　会員（県外）１4，０００円　非会員 15，０００円
参加資格：社会福祉士有資格者且つ医療現場でソーシャルワークを実践している者またはそれを目指している者（学生を除く）
申込方法：「研修参加申込書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸもしくはホームページの「研修会の参加申込受付」でお申込み下さい。申込み締切後、正式な案内を郵送致します。その後、指定口座にご入金頂き、確認でき次第受講確定となります。
申込み締切：2016年11月18日（金）
旧生涯研修制度：共通研修課程　１５単位（※）　新生涯研修制度：専門課程　1単位15時間の研修
※認定社会福祉士制度の分野専門の研修としてされている本研修は、旧生涯研修制度の専門分野別研修課程の1単位とすることができます。
（認定社会福祉士認証・認定機構において認証済　認証番号：20140054）
※主任ケアマネ更新研修の「研修修了状況申告書」の証明を希望される方は、切手を貼った返信用封筒をご用意ください。後日事務局から返送致します。
	☆申込み・問い合わせ先☆
〒８１２－００１１　福岡市博多区博多駅前３丁目９番１２号　アイビーコートⅢビル５Ｆ
公益社団法人　福岡県社会福祉士会
☎０９２－４８３－２９４４　　fax０９２－４８３－３０３７　　メール info@facsw.or.jp


福岡県社会福祉士会　生涯研修部医療委員会
	２０１６年度　医療ソーシャルワーク論（脳血管疾患患者支援編）研修プログラム

	【研修目標】
	脳血管患者支援を理解するための理論と方法について事例研究等により学ぶ

	【到達目標】
	事例研究等を通して脳血管疾患患者に対する理解を深め、円滑な支援を行えるようになる。

	【研修内容】
	① 対象者の疾病・障害の理解（医学、心理、社会的な理解、生活理解）
② 対象者についての支援の展開
（支援の展開、サービス・制度、社会資源、支援方法等）
③ 支援の実際（演習）

	【全体像】
	・脳血管疾患患者を対象とし、その病態と障害を理解する。
・脳血管疾患患者とその家族を生活者として心理・社会的変化とその支援に
ついて理解する（サービス・制度、社会資源、支援方法）。
・演習、グループワークを用いて、脳血管疾患患者とその家族の理解を促進し、支援展開を理解する。

	【１日目】
	10:00～12:00
	・脳血管疾患における医療提供体制
・脳血管疾患についての医学的理解
・急性期の脳血管疾患患者の病態・障害と対応
・脳血管疾患の急性期医療と診療報酬

	
	13:00～16:00
	・患者・家族の危機への対処
・病状や回復への不安以外の不安への対処
・医療費・生活費

	【２日目】
	10:00～12:00
	・ソーシャルワークプロセスと方法
・MSW介入前の情報収集の方法

	
	13:00～16:00
	・MSWのインテークからプランニングの立案まで
・患者の家族が抱える問題への対処
・治療ステージから生活への流れに沿った支援

	【３日目】
	10:00～12:00
	・院内の他職種連携と院外の他職種連携によるチームアプローチ
・院内カンファレンス
・院外関係者とのカンファレンスについて

	
	13:00～16:00
	・社会資源の活用と活用の際の留意点
・医学モデルと生活モデルの違い
・医の倫理や専門職倫理における倫理的ジレンマを理解する
・バイオ・サイコ・ソーシャルモデルによる理解


医療ソーシャルワーク論


（脳血管疾患患者支援編）研修のご案内





医療委員会企画





医療ソーシャルワーク論


（脳血管疾患患者支援編）








認 証 研 修 で す！








